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各年度における取組状況 

 

 ※表中の○印はその年度中に改善に向けての取り組みのあった項目を示している 

 大項目 中項目 R3 R4 R5 R6 R7 

Ⅰ 

 

教

育

活

動 

１．教育理念と教育目標  〇 〇 〇 〇 〇 

２．教育課程  〇     

３．学習指導 

(1)教科の指導 〇 〇 〇 〇 〇 

(2)資格試験      

(3)成績評価 〇 〇 〇 〇 〇 

(4)生徒による授業評価 〇  〇 〇 〇 

４．進路指導 

(1)キャリア教育（３年間見通しての進

路指導） 
〇 〇 〇 〇 〇 

(2)関連校連携（キャリアデザインプロ

グラム） 
〇  〇 〇  

(3)進学指導 〇 〇  〇 〇 

(4)就職指導 〇 〇   〇 

５．生徒指導 
(1)基本的生活習慣の確立  〇 〇  〇 

(2)生活行動面の指導  〇 〇 〇 〇 

６．生徒会・クラブ活動 
(1)生徒会活動の活性化 〇 〇 〇 〇 〇 

(2)クラブ活動の奨励   〇 〇 〇 

Ⅱ 

 

学

校

運

営 

１．生徒受入れ 
(1)生徒募集 〇  〇 〇 〇 

(2)入学試験 〇   〇 〇 

２．組織運営 

(1)教員の組織  〇 〇 〇 〇 

(2)教員の個人年度目標・計画 〇  〇 〇 〇 

(3)職員の組織   〇 〇 〇 

(4)教員による学校評価 〇  〇 〇 〇 

(5)学校関係者による学校評価 〇  〇 〇 〇 

３．地域連携 

(1)地域社会への貢献   〇 〇 〇 

(2)ＰＴＡ活動   〇 〇 〇 

(3)同窓会活動   〇   

４．校内研修 
(1)授業・学習指導方法の改善 〇 〇  〇 〇 

(2)危機管理 〇  〇   

５．施設・設備等 

(1)図書室の運営  〇  〇 〇 

(2)保健室の運営    〇 〇 

(3)施設・設備 〇 〇 〇  〇 

６．管理・運営 
(1)安全教育・安全対策 〇  〇 〇 〇 

(2)財務関係  〇 〇 〇 〇 
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Ⅰ．教育活動 

１． 教育理念と教育目標 

創立者の掲げた学園訓三か条「報恩感謝・常識涵養・実践躬行」の下、創立者の「建学の精神

とは学園訓の三か条を具体的信条として、知・情・意を高度にして、しかも円満に発達させる真

の学問追究をすることである」との精神を学校経営の根幹に据え、式典や行事など機会あるごと

に触れている。 

建学の精神・理念にもとづいて作成した中期経営計画を念頭に置きつつ、これからの新たな社

会の変化に対応し、社会で求められる人材を育成していくために、「自ら学び続ける姿勢」「自

立」「感謝・思いやり・良識」をキーワードとして、学校生活の様々な面で、生徒主体の活動を

促すよう心掛けた。 

 【現状と課題】 

   教職員で共有している「自立」というビジョンを意識しながら各種の教育活動を実施した。授

業においても学校行事においても、生徒自身が考え行動する場面が増え、普段の授業や「総合的

な探究の時間」における学び、特別教育活動や学校生活全般において、生徒が自ら課題を設定

し、調査し、考察し、発信するといった活動が活発に行われていた。こうした学びを今後、より

一層推進していかねばならない。 

入学段階においては精神的に未成熟な生徒も多い中ではあるが、卒業時には自立した、社会に

貢献できる人材となれるよう、日頃の指導ならびに育成に努めた。 

ＩＣＴの著しい進歩によって社会が大きく変化しようとしている中、生徒たちが身につける

べきことは多いが、我々教職員も研鑽を重ねつつ、これからの時代に必要な力を養成することに

努めていく。 

 

２． 教育課程 

令和７年度も、本校の教育課程に則り、適切に学習指導ならびに評価を行うことができた。 

令和７年度において、教育課程の見直し等は実施していないが、現行の学習指導要領において

非常に重視されている「総合的な探究の時間」の取り組みについて見直しを行った。 

 

【現状と課題】 

 社会がどのように変化していくかの見極めが非常に困難な中、生徒が生涯にわたって学び続

け成長し続けるために、どのような能力を高校段階で身につけるべきかを常に模索し続ける必

要がある。 

 学習スキル・ＩＣＴスキル・探究スキルを養成することを意識し、苦手教科を克服すると同時

に、得意教科の伸長を図れるような指導を行わねばならない。個別最適化した学び、自主的な学

びの実現に向けて、今後も教育課程ならびに次期学習指導要領へ向けた動きに注視しながら、公

立と異なる、私学の魅力・柏稜の魅力向上に努め、生徒一人ひとりを磨き、可能性を引き出して

いく。 

これからの社会で求められる資質と能力を養成するために、主体的・対話的で深い学びの実現

に向けて、今後も様々な課題と向き合いながら、変化を恐れず、改善を進めていかねばならな

い。 
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３． 学習指導 

(1) 教科の指導 

令和７年度は、「学習習慣と基礎学力の定着」、そして、「より効果的な授業の追究」を念頭に

学習指導を進めた。 

予測困難な社会が到来し、生涯学び続ける必要性が高まっている現在だからこそ、「基礎学

力」や「学習力」は重要である。充実したＩＣＴ環境を生かし、ＩＣＴ教材を積極的に活用し

て中学校内容までの「学び直し」を効率的に行うこと、さらには次のステップである高校内容

の学習、受験や各種検定に向けた学習につながる、積極的・自主的な活用を促した。 

生徒一人ひとりに目を向けると、生成系ＡＩを活用して学習を進める生徒が増えてきており、

個別最適化した学び、より効率的な学びを実現するためにも、令和８年度からの授業内におけ

る生成ＡＩ活用を目的として、外部講師による研修を実施した。 

年度内に行った学習に関する調査の結果分析により、成績上位層の学習時間が短いことが教

員間で共有され、授業ならびに定期試験の難度設定について、基礎基本を大切にしつつも、少

しずつ難度を上げていくよう心掛けた。 

(2) 資格試験 

以前の反省から、案内する資格試験を精査し、事前講習などによってしっかり指導できるも

のに絞って実施した。 

商業関係の検定における知識問題部分の学習に Forms を活用したり、英語検定対策として

スタディサプリや Englishcentral を活用したりするなど、資格取得に当たってもＩＣＴ活用

を進めている。ただし、自信がないのか、受検者がまだまだ少ない現状であり、資格取得に

チャレンジする生徒を増やす取り組みを検討していく必要がある。 

(3) 成績評価 

正確かつ適切に実施することができた。日頃から評価観点を念頭に置いた指導を行い、試

験問題作成、実際の評価に至るまで、教科担当者間で綿密に連携を取りながら、3 観点を意識

しつつ、公平公正な評価を行うことができた。 

(4) 生徒による授業評価 

＜授業、学校生活、行事や施設設備に関するアンケート＞ 

年度末アンケートの結果から、授業や学校生活の満足度に関する部分に注目すると 4 ペー

ジに示したグラフの通りであった。令和６年度のアンケートと比較しても、満足度が向上し

ており、生徒の期待に応えられていると思われる。授業のわかりやすさについては、令和６

年度よりも数値が下がっているが、前述の通り、授業の難度設定を変更していることが影響

していると思われる。とは言え、進路希望の変化や入学層の変化を踏まえると、安易に難度

を下げるべきではない。現在の授業内容・試験内容を継続しつつ、生徒一人ひとりをしっか

りと鍛えていく必要がある。 

  【現状と課題】 

     学力上位層が増加する一方で、学習習慣や進路意識が十分に身についていない生徒、コミ

ュニケーションスキル等の面で苦手意識を持った生徒が増加するなど、入学生に変化が見ら

れ、多様化している。そのような状況の中でも、社会有為の人材を育成できるよう、学習指

導の在り方について、常に改善する意識をもって指導に当たりたい。本校は、渡島・檜山学

区の高等学校の中では、最も積極的にＩＣＴ活用を推進している学校の一つではあるが、生

徒のＩＣＴを活用した学びをしっかり支えていけるよう、さらなる改善を進める。 
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４． 進路指導 

(1) 卒業生の進路状況 

卒業生の進路状況と進学者の内訳 

卒業年度 大学 短期

大学 

専修・各

種学校 

左記のうち看

護・医療系 

進学者計 

( )内％ 

就職者計

( )内％ 

その

他 

卒業生

総数 

令和 3年度 23 12 61 18 96(85.0) 15(13.3) 2 113 

令和 4年度 26 10 58 17 94(69.9) 36(26.7) 5 135 

令和５年度 21 12 52 19 85(78.0) 23(21.1) 1 109 

令和 6年度 29 12 60 25 101(72.7) 30(21.6) 3 139 

令和７年度 17 4 26 10 47(59.5) 26(32.9) 6 79 

就職者の内訳 

卒業年度 管内 道内 道外 自衛隊・

公務員 

その他 就職者計 

令和 3年度 14 0 1 0 0 15 

令和４年度 33 0 0 3 0 36 

令和 5年度 20 1 0 2 0 23 

令和 6年度 26 0 2 2 0 30 

令和７年度 21 0 1 4 0 26 

 

(2) キャリア教育 

令和元年度から、より効果的な進路学習を目指し、外部業者と連携した活動も組み入れなが

ら、生徒にフィットしたストーリー性のある進路指導プログラムを企画している。令和 7 年

度も、上級学校や進路関係業者の多様なイベントの中から、本校生徒に必要なものを吟味して

実施することができた。また、総合的な探究の時間の一部で函館市との連携による新プログラ

ムを試行した。 

(3) 関連校連携 

学園関連各校の協力を得て実施しているキャリアデザインプログラムを継続した。実施効

果については、受講生の進学先での学修状況を調査することで検証可能と思われるが、現時

点ではサンプル数が少ないため、今後さらにデータを蓄積することで分析を進めたい。一方、

3 年生で実施する総まとめのプレゼンテーションやＣＤＰアンケートから、我々が予想した

以上に多くのことを生徒が学んでいることが如実に感じられる。 

また、関連校の協力を得ながら、夏期講習において有斗・柏稜合同講習を開講した。 

(4) 進学指導 

大学・短大・専門学校等、校種を問わず進学者の多くが学校推薦型選抜（推薦）、または総

合型選抜（ＡＯ）で出願している現状から、面接指導・小論文指導など推薦入試対策を充実

させてきた。その一方で、看護・医療系などを意識した一般受験対策講習や個別指導も継続

しており、令和 7年度は看護師・理学療法士・作業療法士・歯科衛生士など医療系全体で 10

名が合格した。近年の中ではかなり少数であるが、希望者は全員合格を果たした。 

(5) 就職指導 

「学び直し」の徹底、面接指導の強化、資格取得の推進、地元企業との信頼関係構築と情
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報収集などを進めてきた。 

令和 7年度も大きな混乱なく、早い時期から求人票閲覧・企業見学・就職カウンセリング

などの準備にしっかり取り組み就職活動を進めることができた。 

就職希望者個別カウンセリングの回数や実施時期の見直し、長期休暇中のカウンセリング

実施など、ハローワークとの連携を一層強化した。各種検定への挑戦や夏季休業中からスタ

ディサプリを利用したＳＰＩ対策に取り組む等、積極的な準備のお陰で、就職希望者全員が

内定を得ることができた。 

【現状と課題】 

キャリアデザインプログラムをはじめとする関連各校の協力と、進路指導部ならびに学

年団との連携によって、進路学習・進路指導は順調に進んでいる。断片的・イベント的な取

り組みに終わらず、3 年間を見通したストーリーのある指導を目指して改善を進めた結果、

令和 7年度の 3年生についても、しっかりと進路活動に取り組むことができていた。3年生

になってから「入れる大学」「入れる企業」を探すのではなく、1・2年生のうちから「行き

たい大学」「行きたい企業」を意識し、少しずつ準備を進めた。ただし、以前からの課題で

ある「目標設定後の進路実現に向けた努力のスタート時期を早めること」については、まだ

十分な状態ではない。早ければ早いほど、進路実現の可能性は高まるため、どのようにして

背中を押すかを次年度以降も工夫していく必要がある。 

放課後講習や長期休暇中の講習、ＩＣＴ教材や生成ＡＩを活用した学び等、多様な学びの

環境を上手く活用し、進路実現に向けて邁進してもらいたい。生徒の可能性を引き出し、目

標達成・自己実現のための努力を積み重ねることができるよう働きかけていきたい。 

 

５． 生徒指導 

(1)基本的生活習慣の確立 

「自立」した生徒を育成していく上で、基本的生活習慣を確立することは不可欠であること

を再確認し、「小さなこと」を「小さなうちに」ということを意識して指導に当たった。小さ

な気の緩みや小さな甘えを「このくらいは……」と見過ごしてしまうと、その緩みや甘えは次

第に膨らみ、生徒の「自立」を阻害することになる。卒業後、進学・就職でそれぞれの道に進

む生徒を在学中に大人として「自立」させるために、「小さなこと」「小さなうちに」を大切に

した。 

また、今まで「丁寧な指導」、「たくさん手を掛ける指導」を意識するあまり、生徒ができる

ことにまで教員が手を出してしまっているのではないかという反省から、「できることは生徒

自身に取り組ませ、それを見守る指導」への転換を意識しながら業務に当たった。 

令和 8年度以降も継続して「生徒自身に考えさせ、行動させる」ことを目指し、様々な取り

組みの中で、「できることは生徒自身に」取り組ませ、見守ることを心掛けていく。 

(2) 生活行動面の指導 

「生徒一人ひとりに向き合う、統一した基準の生徒指導」「問題行動の未然防止、再発防止」

「ＩＣＴ活用推進に伴う問題行動の未然防止」を目標として活動した。 

発生した生徒事故については、生徒指導規定と内規を基準としてしっかり判断することが

できた。問題行動により何らかの処分を受けた生徒に対し、普段の授業やクラブその他で関わ

りのある生徒か否かに関わらず、非常に多くの教員が面談を行ってくれたが、生徒の日誌の記

載や生徒自身の声によれば、様々な教員からの話が生徒自身の行動を振り返ることにつなが
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っており、令和 8年度以降もできるだけ多くの教員が関わるようにしていく。 

また、長期休業明けの頭髪検査等で注意を受ける生徒がほぼいなかった点は、これまでの指

導の効果が少しずつ表れてきた成果と思われる。 

令和 7年度からスマートフォン端末の管理を、自己管理に切り替えたが、生徒一人ひとりが

ルールやマナーを守り、適切に管理できていた。 

【現状と課題】 

生徒の「自立」を意識した指導、時代の変化等に合わせた、抑えつけるのではなく理解させ

る指導へと変容してきている。また、「ブラック校則」が社会で注目されるようになり、文部

科学省からも校則が適切なものか否かを確認するよう通知が出され、本校においても校則の

見直しを行った。令和 8年度も継続して校則や指導内規等を確認していきたい。 

問題行動は以前ほど多くはないが、不登校歴や不登校傾向のある生徒、中学校では不登校と

見做されないが保健室登校・別室登校をしていた生徒も数多く入学している。その結果、以前

であれば高校入学の時点で身につけていたであろう様々な習慣や一般常識的なことを理解し

きれていない生徒、コミュニケーションに問題を抱える生徒が増えた。預かった以上、高校 3

年間で「自立」した大人になれるよう、家庭とも連携しながら指導に当たっている。ただ、中

には子どもにしっかり指導できずに保護者が許してしまうケースも出てきており、担任・学年

団が対応に苦慮することがある。生徒を「一人前の大人」「社会有為な人材」に成長させるた

めに必要な指導であることを保護者と共有し、指導に当たっていく。 

 

６． 生徒会・クラブ活動 

(1) 生徒会活動の活性化 

本校のビジョンである「自立」の実現に向けて大きな効果が期待できるものの一つが、生徒

会活動・委員会活動であることを念頭に置き、生徒の主体的な活動を促した。各行事の運営に

当たり、教員が指示を出すのではなく、事前に生徒間で話し合いを行わせた上で教員が助言し

ていくということを意識した。「生徒が作る柏稜祭」、「生徒主体の委員会」を目指して指導に

当たった結果、新規イベントの提案等の自主的な活動が見られるようになってきた。 

一つひとつの行事における準備には今までよりも時間が掛かるようになり、教員の負担はむ

しろ以前より大きくなったが、話し合いを重ねる中で生徒が成長していく姿が見られた。 

(2) クラブ活動の奨励 

クラブを活性化し、クラブ活動を通して生徒の成長を促すためにクラブ活動の在り方を考え

る機会を作った。教員だけが考えるのではなく、教員と生徒でクラブの目標や活動に当たって

の約束事等を考え、それを意識しながら活動していこうという狙いであった。学校の教育活動

の一環としてクラブ活動がある以上、勝利至上主義に陥ることや単なるレクリエーションにな

ることはあってはならず、「生徒の成長」という教育的効果が求められる。令和 7 年度も野又

学園と本校のクラブ活動方針を踏まえつつ、生徒・保護者の期待に応える活動、生徒の成長に

つながる活動を展開することができたが、その実施効果の大小についてはクラブ間の差がまだ

まだ大きく、今後も満足することなくより良いクラブ活動の在り方を模索していきたい。 

(3) 生徒会クラブ予算の編成見直し 

課題であった生徒会予算のクラブ部費に関しては、過去の予算額に縛られることなく、（ク

ラブ顧問と主将もしくは部長との間で必要経費を検討）→（購入希望用紙の提出）→（顧問会

議）→（予算の見直し）→（次年度の予算案の決定）という手順で進めるよう見直しを図って
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きた。令和 8年度予算の編成に当たり、教員間にこの趣旨がかなり浸透してきた。 

【クラブ加入率の推移】 

教員数とクラブ数の関係で、以前は一人顧問のクラブがほとんどであったが、クラブ以外

での生徒対応の増加や、事故・怪我への対応などを考慮し、できる限り二人顧問とすること

を目指してきた。令和 7 年度は、運動部については二人顧問とすることができたが、文化部

はまだ半数に留まった。また、文化部顧問は運動部副顧問、または複数文化部の顧問を兼務

する形となっており課題は残る。 

【二人顧問の割合】 

【現状と課題】 

生徒会ならびに委員会は活発に活動している。「自立」を目指し、生徒の主体的な活動を大

切にしていくことで、より高い教育効果が期待できる。 

クラブ活動については、令和 6 年度に比べ、やや加入率が低下したが、それでも近年の中

では高い加入率となった。所属生徒がいなくなった時点で学校案内への掲載を取りやめ、廃

部とするなどの対応はとっているが、現有教員数や在籍生徒数とクラブ数のアンバランス、

労働基準法に則った教員の勤務時間の制限など、難しい問題が山積している。特に運動部は

練習場所の問題もあり、今後も整理が必要である。一方で、文化部については新たに創部を

希望する声も出てきており、前向きに検討したい。クラブ活動は、前述のように見直しが必

要な反面、大きな教育的効果・意義を持つものでもあるので、令和 8 年度以降も改善に努め

たい。 

 

Ⅱ．学校運営 

１．生徒受入れ 

(1) 生徒募集 

広報活動は本校の教育活動を広く正確に知ってもらう上で非常に重要である。本校は広報活

動として主に次の①～⑥の６項目に力を入れて取り組んだ。 

①発信内容の精査 

本校の目指す教育、育成すべき生徒像、本校で行われている取り組みやその目的、生徒の

 R3 

(395 名) 

R4 

(414 名) 

R5 

（355 名） 

R6 

（325 名） 

R7 

（280 名） 

運動部 201(50.9％) 182(44.0％) 172(48.5％) 177(54.4％) 128(45.7％) 

文化部 45(11.4％) 47(11.4％) 49(13.8％) 50(15.4％) 52(18.6％) 

合計 246(62.3％) 229(55.3％) 221(62.3％) 227(69.8％) 180(64.3％) 

 R3 R4 R5 R6 R7 

 運動 文化 運動 文化 運動 文化 運動 文化 運動 文化 

全クラブ数 12 7 12 6 12 6 11 6 10 6 

二人顧問のクラブ数 9 3 7 1 11 2 11 3 10 3 

二人顧問のクラブの

割合（％） 
75.0 42.9 58.3 16.7 91.2 33.3 100 50.0 100 50.0 
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活動の様子や感想、進路状況等、本校の魅力をより多くの中学生・保護者に感じてもらい、

第１志望として選ばれる学校になれるよう広報活動を展開した。 

授業・クラブ・行事等、どんなことにも常に真剣に取り組んでいる柏稜生の姿を知っても

らうために、検定・資格・受験対策等への取り組みや個別指導を受けている生徒の姿、頑張

っている生徒紹介や教員紹介など、そういった「いつもの柏稜」を伝えることを意識した。 

②ホームページの刷新とＳＮＳによる広報 

  令和５年度に刷新したホームページをしっかりと活用することに加え、令和 8 年 1 月か

らは Instagram による広報を始めた。更新回数・Instagram のフォロワー数も順調に伸びて

おり、令和 8年度はより効果的な活用に努める。 

③中学校進路学習会への講師派遣 

【中学校の進路学習会への講師派遣依頼件数】 

年度 R3 R4 R5 R6 R7 

校数 16 校 14 校 18 校 17 校 21 校 

  中学校での進路学習会への講師派遣依頼校数は上表の通りである。 
以前は 3 年生を対象としたものが中心であったが、近年 1・2 年生を対象としたものも増

加傾向にある。実施形態は、体育館等での一斉講話、教室毎に分かれて希望する高校の講話

を聞くもの、全体講話の後にブース形式に分かれるものなど様々である。 
令和 7 年度は 21 校で、延べ 1090 名に進路講話を行った他、総合学習や宿泊研修におい

て 5 校の中学校から延べ 42 名が来校した。 

これらの機会を利用して本校の取り組みを伝えることは広報的に非常に大きな意義を持

っている。広報によって中学生ならびに保護者の興味を喚起しなければ、そもそも選択肢に

は入らない。選択肢に入った後は、在校生にどれだけ充実した指導ができているかが問われ

る。広報の充実と教育内容の充実を両輪として、今後も活動していく。 
④中学校訪問 

春に受験・入学のお礼と卒業生の進路報告を中心とした訪問、夏に学校案内配布と学校説

明、在校生報告、その他情報収集を中心とした訪問、秋に入試要項ならびに Web 出願マニ

ュアルの配布と進路決定に向けた最終の学校説明を中心とした訪問を行った。 
令和 6 年度から渡島・檜山の全中学校に訪問範囲を広げ、広報ならびに情報収集、信頼関

係の構築に努めてきたが、令和７年度も同様の訪問を継続した。 
⑤報道関係の対応 

北海道新聞、北海道新聞みなみ風、函館新聞、北海道通信を中心に教頭が対応した。 

各種行事やクラブの各種大会等の際には、教頭や担当分掌の教員・クラブ顧問が適宜対応

している。また、ＮＣＶやラジオ等の取材も学校長の許可を得た上で、同様に対応している。

広報すべき諸活動は年間行事計画でチェックし、その事前・事後に報道関係に連絡する体制

を整えている。 
今まではクラブ活動の取材が多かったが、近年はクラブに加えて、ＩＣＴ関連や探究関連、

外部連携関連で取材を受けることが増えてきている。特に３学期から始まった函館市連携

の関係では新聞各社に加え、ＮＨＫならびにＳＴＶの取材も入った。 
⑥各種広報資料の作成と配布 

柏稜の魅力を十分に伝え得る学校案内ならびにリーフレット、充実したホームページ、柏

稜を身近に感じてもらう Instagram、学校見学会や進路講話の際に活用する柏稜紹介動画
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などについて、総務部を中心に様々な世代の教員や生徒の意見も得ながら作成した。 
いずれも柏稜の魅力を 100％伝えることを目指して工夫を凝らしている。 

(2) 入学試験 

本校では、1月に特別奨学生を含む推薦入試、2月に一般入試を実施している。推薦入試で

は、人物・意欲に重点を置いて面接試験を行っている。一般入試では、基礎的な事項を中心に

学力を判定し、面接によって人物・意欲を判定している。また、一般入試の際に受験者にアン

ケートを実施し、入学手続き終了後に分析を行った。本校の公立併願校や私立で迷った高校、

本校の志望順位等を把握し、令和 8年度以降の生徒募集に生かすように心がけた。 

＜生徒情報共有のための中学校との連携＞ 

高校での指導をスムーズに進めるために、中学校からの情報提供は非常に重要である。特

に、病気その他の事情による長期欠席のある生徒や、特別な配慮を必要とする生徒の情報は不

可欠なものである。入試前における中学校からの生徒情報の提供件数、相談件数は次の表の通

りである。ただ、より早期に相談されるケースが増えてきており、出願検討段階で相談を受け

る場合が多い。 

一方、配慮が必要であるにもかかわらず、中学校からは連絡が入らず、入学後の保護者から

の相談等で初めて事情が判明するケースや、別室登校・保健室登校等で欠席扱いになっていな

い「隠れ不登校」も数多くあり、対応に苦慮している。 

【入試直前における中学校からの情報提供・相談件数】 

 

 

 

 

 

(3) 生活状況等に関する調査 

例年実施している生活状況等に関する調査から、下記のような結果が得られた。 

①柏稜高校の魅力 

本校に入学し１学期間の高校生活を終えた１年生に本校の魅力を複数回答可で尋ねたと

ころ、上位の回答は、「学校の雰囲気」72名、「男女共学」57 名、「学び直し」48 名、「学習

指導」36 名、「クラブ指導」36 名、「進路指導」35 名、「制服」35 名、「ＩＣＴ」31 名という

結果であった。生徒を導いていく上で意識している項目、広報活動で意識している項目が上

位に挙がっているが、今後もさらなる充実を目指していく。特に、近年活用を推進してきた

「ＩＣＴ」については、より強化を進めたい。 

②柏稜に対する印象 

「明るい」「楽しい」「先生・先輩が優しい」「温かい」といったポジティブなイメージが

上位を占めている。本校で高校生活を送っている生徒たちの生の声を広報活動に生かして

いきたい。 

③学校見学会 

２回の学校見学会に、中学生延べ 179 名、保護者延べ 105 名が参加してくれた。他校との

日程重複が当然あり、中学生は興味のある高校を選んで参加するため、1・2 年次の進路学

習会や、学校案内、ＨＰ、リーフレットなどで、まず、柏稜に興味を持ってもらうことが非

常に重要である。その上で、学校見学会に参加し受験を決意してもらえるよう今後も工夫を

 H31

入試 

Ｒ2

入試 

R3 

入試 

R4 

入試 

R5 

入試 

R6 

入試 

R7 

入試 

Ｒ８ 

入試 

情報提供・相談件数の総数 54 69 79 75 48 46 68 42 
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続け、参加者の増加と入学率アップにつなげていきたい。 

(4) 入学金減免制度 

   入学者の中の経済的負担が大きな家庭に対する配慮として、平成 30 年度入試から、入学

金減免制度を導入し、令和 7 年度入試においても継続した。令和 7 年度入学生 104 名中 22

名（21.2％）が制度を利用している。 

【現状と課題】 

函館市内の中学校の統廃合が進み、学校数は減少しているが、多くの中学校から進路学習

会講師の依頼を受けている。中学校訪問時に必ず講演・講話について声掛けをし、実際に呼

んで頂いた際には本校のＰＲをしつつも、「中学生のためになる講話」、「中学校の先生方の

進路指導を助ける講話」を心掛け、継続的に進路学習会講師の依頼が来るようにしている。 

令和 7 年度入学者数は 104 名という状況であるが、中学時内申点を分析すると、年々上

位層の入学が増えてきている。15 歳人口の減少、道立高校入試における自己推薦制度導入

ならびに道立高校の極端な難度低下等、逆風も強いが、就学支援制度の拡充という追い風も

吹いている状況の中、選ばれる学校になっていかねばならない。数年来、本校が推し進めて

きた「学習力・基礎学力」「ＩＣＴスキル」「実践力」の向上を目指した取り組みをさらに充

実させ、成果を正しく広報し、「絶対に柏稜に行きたい」という第 1 志望の志願者を増やし

ていくことが急務である。 

 

２．組織運営 

(1) 教員の組織 

学年主任・分掌部長・教科主任の呼びかけによって、独自に打ち合わせ会議を持つことが

増えており、情報共有・意識の統一が進んでいる。 

若い年代の教員が増えてきており、キャリアのある教員からの助言・アドバイスや、多様

な経験の伝達も重要である。その一方で、若手教員のＩＣＴスキル等には目を見張るものが

あり、それぞれの良さを生かしてより良い教員集団を形成したい。一方で仕事量の不均衡な

ど、長年の課題も残っており、改善に努めていく。 

(2) 教員の個人年度目標・計画 

教員には新年度に個人の「年度当初の目標・課題等」の提出を義務付け、年 2 回の教員面

談を実施している。「年度当初の目標・課題等」のシートでは「学習指導」「進路指導」「校

務分掌」「生徒指導」について、目標と具体的な取り組み、達成状況と今後の課題について

記載することとしている。令和 7年度も、学習指導について新学習指導要領とＩＣＴ活用に

関する記載を義務付けた。また、令和 7年度は、クラブが持つ教育的効果を今まで以上に引

き出すため、クラブ指導の面だけでなく自己研鑽や進路指導、地域貢献に係る内容も記載す

ることになっている「クラブ指導に係る評価シート」に加え、「クラブ目標シート」も提出

させて指導を行った。 

それらをもとに、面談の際に、目標の進捗状況、課題の解決状況、クラブ指導、授業改善

等、学校業務の様々な面について指導している。 

(3) 職員の組織 

令和 7年度、本校の事務職員は、事務長中心に専任が 4名、パートタイムが 1 名の 5名体

制で業務を遂行した。事務長の統括の下、正確に各種業務に取り組み、大きなトラブルなく

事務業務を遂行することができた。 
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近年、就学支援金制度の開始ならびにシステム変更（「e-shien」システム正式運用開始）

に伴い、扱う情報量が急激に増加し、それと同時に事務作業量も急増している。また、以前

より多くの個人情報が事務室に集まるようになりその管理も課題である。 

令和 8年度以降も、事務の効率化・適正化を目指して、事務長を中心に業務の見直しと改

善を進めていくと同時に、ジョブローテーションによって互いにカバーできる範囲を広げ

ていく。 

(4) 教員による学校評価 

教員による学校評価を年度末に実施しているが、集計結果は 21～22 ページに掲載してい

る。全体の平均は 3.88 で令和 6年度よりも 0.19 ポイント高い数値となった。 

唯一「クラブ数」に関する項目が 3.0 を切った。整理を行っているとは言え、教員数や在

籍生徒数に比べてクラブ数が多いことが原因と思われる。 

また、ＩＣＴ関連等、改善を始めていてもまだ十分でないと思われる部分や、改善が進ん

でいても今後より一層重要度が増す部分はポイントが低くなっている。そういった意識を

令和 8年度以降の改善につなげていきたい。 

(5) 学校関係者による学校評価 

令和６年度までは、年度末にＰＴＡ役員を対象に実施していたが、令和７年度からＰＴＡ

クラス役員まで対象を拡大して実施した。結果については 23 ページに掲載している。また、

令和 7 年度から学校関係者評価委員会を設置し、より良い教育を実現すべく様々な意見を

寄せていただいた。期待される役割が大きくなっていることを受け止め、その期待に応える

べく改善を進めていかねばならない。 

【現状と課題】 

生徒により良い教育を提供するために、学校における様々な活動について見直しを行い、

それに伴って学校の組織も見直しを図っている。少しずつ改善は進んでいるがまだまだ十

分とは言えず、業務の精査や在り方の見直しを今後も継続していかねばならない。 

 

３．地域連携 

(1) 地域社会への貢献 

夏祭りや餅つき、乃木神社例大祭のボランティア、町会の新年会、柏稜ＰＴＡ研修への地

域住民参加、柏木町会との合同清掃、避難訓練合同実施、柏稜祭の地域開放等、新型コロナ

ウイルス感染症の発生前は、柏木町会を中心とした学校周辺地域と多くの場面で関わり、

様々な機会に交流を持ってきた。 

令和 7 年度は上記のうち、夏祭り、合同清掃、柏稜祭の地域開放を再開することができ

た。地域との交流はまだまだ以前のようには行かないが、社会福祉部が定期的におこなって

いる柏木町会の清掃活動は継続することができた。 

(2) ＰＴＡ活動 

「柏稜祭」での出店、ＰＴＡ研修会、校内スポーツ行事でのＰＴＡ賞提供、卒業時の特別

表彰などを行ってきた。令和 7年度は、本校の総会・懇談会・ＰＴＡ研修、高Ｐ連道南支部

の総会や研修会等を実施した。特に令和７年度は北海道高等学校ＰＴＡ連合会の北海道大

会が函館で開催され、全道各地から学校関係者・ＰＴＡ関係者らが多数来函したが、その大

会運営にも大いにご尽力いただいた。 

(3) 同窓会活動 
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近年、同窓会参加者の減少傾向が続いており、その打開策として、年度ごとに積極的に声

掛けをする学年を決めて同窓会との連携を図ってきた。それでも、令和 7年度も参加者減少

傾向に歯止めがかからず、今後も大きな課題である。また、入学時に同窓会終身会費を徴収

しているが、この点についても今後検討が必要である。 

【現状と課題】 

地域連携は今後も重要な課題である。現在の教育改革においても「地域に開かれた学校」、

「地域とともにある学校」であるということが重視されており、連携を強化することは本校

にとっても、生徒にとっても、そして地域にとっても大きなプラスとなり得る。できること

から少しずつ連携を図っていきたい。 

前述した総合的な探究の時間における函館市との連携事業には、地元企業も関わってお

り、令和８年度以降、より一層のご助力を頂きながら、学びにつなげていく。 

 

４．校内研修 

(1) 授業・学習指導方法の改善 

全校生徒ならびに教職員へのｉＰａｄ貸与、各種アカウント発行、電子黒板設置、校内 Wi

－Fi 整備、スタディサプリや EnglishCentral 等のアプリ活用をはじめとして、ＩＣＴ環境

の整備は以前から進めている。 

ＩＣＴ活用委員会による教員研修、教員間の相互研修等により教員スキルは年々向上し

ている。授業だけでなく、実力試験や到達度テスト等でもＣＢＴを導入したほか、行事や連

絡事項、各種申し込み、アンケート等の場面でもＩＣＴ化を進めている。令和７年度は、補

助金を受けて、ＩＣＴを活用して非認知能力を数値化するＡｉＧＲＯＷを試験導入し、得

点・偏差値に代わる指標として令和 8年度から正式に導入することを決定した。 

①授業時数の確保 

1 単位当たり 35 時間という文部科学省が定める数字は確保できた。同時に、教員の働き

方改革の観点から、1 単位当たり 35 時間を超える授業実施を見直すよう通知が出ているこ

とから、令和 8年度以降、授業実施の更なる効率化を心掛ける必要がある。 

②学習用アプリの追加 

令和 7年度でスタディサプリ導入 7年目になり、活用が進んだ。特に数学科が積極的に活

用している。「総合的な探究」の時間にもリクルート社スタディサプリのパッケージを活用

している。生徒のプレゼンテーションやまとめの資料等々から、単に調べたものをまとめて

発表しているわけではなく、生徒たちが自身で、もしくはグループで思考し考察しているこ

とがうかがえた。また、各教科から挙がってきた学習用アプリについて、ＩＣＴ活用委員会

で確認した上で全端末へのインストールを行い、今後のより一層の活用を促した。 

学習用アプリに加え、生徒の多くが生成ＡＩを活用して学び始めており、より一層のＩＣ

Ｔ活用を目指して研修も行った。 

(2) 危機管理 

①防災対策 

令和 7年度は、函館東消防に連絡・相談の上で、東京消防庁作成のＩＣＴ資料を活用し

た避難訓練を実施した。地震火災時の命の守り方や、消火器の使い方、リモート防災訓練

などの教材を視聴後、ＣＢＴでテストに答えていく形式で、分かりやすいと生徒にも好評

だった。 
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本校は函館市の指定緊急避難場所となっており、市より防災備品が届いている。現時点

で保管している防災備品は下記の通りである。これとは別に、学園独自の備蓄品のうち柏

稜分として隣接の函館看護専門学校に、次の物を備蓄している。 

ただし、7月の地震警報発令時に、函館市との連携に大きな問題があったため、その後、

改善要望を提出し、12月の地震警報発令時には一部改善された。その後、函館市が様々な

ケースを検討した結果、私立高校は指定緊急避難場所の要件を満たしていないことが分か

り、3月に指定解除となった（指定避難所に変更）。とは言え、地域に貢献していく姿勢に

変わりはなく、今後、有事の際には函館市と連携した上で可能な限り協力することを確認

した。 

・組み立て式簡易トイレ 5台 ・簡易トイレ用の便袋 500 回分 5 セット 

・毛布 230 枚 ・カセットコンロ 2台 ・カセットボンベ 3 本 2組 ・ダンボールベ

ッド 12 台 

（以上、函館看護専門学校備蓄） 
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②授業中の事故 

保健室における応急の対応はするが、基本的には保護者に連絡し対応してもらうか、状

況によってはためらわずに救急車を要請し対応する。病院への付き添いが必要な場合には、

担任や養護教諭に固定せず、医師への説明を想定し、事故の状況がわかる教員（例えば、

体育の授業中の事故であれば担当の体育教師）が同行し、その後担任と交代するなどして

確実に保護者に引き渡している。 

③生徒・保護者連絡におけるＩＣＴの活用 

     現在の緊急連絡は、対教職員連絡がテクノミクスの一斉送信メールシステム、対保護者

連絡がＬＩＮＥ、対生徒連絡が Teams ならびにスタディサプリのメッセージを利用して行

っている。 

     また、欠席連絡も単純な欠席についてはＬＩＮＥで行い、電話対応の混雑を緩和してい

る。令和 8年度からはＢＬＥＮＤとつなげ、業務負担軽減ならびに精度の向上を実現する。 

【現状と課題】 

新学習指導要領に則り、新たな教育活動を模索・展開している。ＧＩＧＡスクール構想に

先立ってＩＣＴ活用を推進してきた成果が出ており、渡島檜山の高等学校ではもっとも活

用が進んでいる高校の一つである。 

しかしながら、本校の活用は小中学校ではごく普通の取り組みとなっており、入学生や保

護者の期待に応える意味でも、他校との差別化の意味でも、より一層の活用を推進する必要

がある。積極的な学校外での研修参加ならびに、校内研修でのフィードバックを進める。 

対面型の研修はもちろん、オンライン研修や教育関連の事業を手掛けている業者の講師

派遣などもあるため、そういった機会も利用しながら理解を深めていきたい。 

危機管理に関しては、避難指定は取り消しとなったが、引き続き函館市とも協力して災害

備品の整備を進め、地域に貢献していく。 

 

５．施設・設備等 

(1) 図書室の運営 

図書室の持つ重要な役割を考え、図書室・図書委員の活動がより活性化するよう工夫して

いる。書籍スペースが狭いため、古い図書の除籍処理と貸し出し率の高い新しい図書の購入

を進め、稼働率の上昇を目指している。令和 4年度に生徒リクエストの受け付け方法や購入

図書の審議・承認の流れを整理し、図書購入の機会を増やした。令和 8 年度以降も読書環境

の整備に努め、読書習慣を定着させていきたい。 

(2) 保健室の運営 

(ア)生徒の定期検査と健康管理・日々の対応 

健康診断の項目・時期・該当学年 

項目 場所 時期 該当学年 

健康調査 

校内 

入学時 １学年 

身体計測 ４月 全学年 

視力検査 ４月 全学年 
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聴力検査 4 月 １・３学年 

尿検査 

中央病院健康管理センター委託 

４月 全学年 

心電図 ４月 １学年 

レントゲン検

査 

４月 １学年 

内科検診 学校医来校 4 月 全学年 

歯科検診 歯科医来校 6 月 全学年 
令和 2年度に、新型コロナウイルス感染症の関係により、各検査の実施時期については

弾力的に対応して構わないとの通知が出され、本校でも医療機関と相談しながら検査時期

を変更して行っていたが、令和５年度からコロナ禍以前通り、早いタイミングで各検査を

実施できた。これらの検査項目については、生徒の安全な学校生活・充実した学びを進め

ていく上で早期に実施するに越したことはなく、また、高体連・高野連大会への出場承認

に診断の結果が必要な場合もあり、令和 8 年度以降も関係各所と連携をしながら早めの

実施を心掛ける。 

保健室の利用状況 

年度 

( )は在籍数 
内科的 外科的 

相談 

その他 

総計  (  )は 

在籍数に対する％ 

令和 3 年度 

（395 名） 
453 198 138 

789 

（200％） 

令和 4 年度 

（414 名） 
379 218 80 

677 

（164％） 

令和 5 年度 

（355 名） 
366 160 61 

587 

（165％） 

令和 6 年度 

（325 名） 
356 94 103 

553 

（170％） 

令和 7 年度 

（280 名） 
297 79 47 

423 

（139％） 
自分の症状を正確に認識し表現することが不得手で上手く伝えられない、身体以外の自

分が抱えている問題や不安への対処法が身についていない等、精神的に未成熟な生徒が増

え、一人の保健室滞在時間が長くなる傾向にある。また、コロナ禍で小中学校生活を送って

きた際に「無理をしない」ように指導されてきているせいか、若干の体調不良で欠席・早退

を希望する生徒も多い。不登校歴または不登校傾向のあった生徒や、欠席扱いにはなってい

なかったが別室登校を行っていた生徒の入学が増え、学年団が丁寧なサポートを行ってい

るが、それとは別に「思いを受け止める存在」としての養護教諭ならびにＳＣの役割が大き

くなってきている。 

スポーツ振興センター災害給付状況 
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年度 発生件数 給付件数 給付額 

令和 3 年度 15 41 318,312 円 

令和 4 年度 13 49 922,952 円 

令和 5 年度 8 29 497,443 円 

令和 6 年度 9 59 655,754 円 

令和 7 年度 20 52 751,845 円 
 スポーツ振興センター災害給付状況については上表の通りである。 

スポーツ振興センターの災害給付がある一方で、函館市・北斗市など各自治体が高校生に

対する医療費助成を行っており、それぞれの制度に違いがあったが、適切に対応することが

できた。 

＜生徒の精神的・肉体的な支援＞ 

経験値が低く、特に困難・挫折・トラブルに直面し、乗り越える経験が少ない生徒が多い。

自分の気持ちや怪我・病気の症状をうまく伝えることができない生徒が多く、症状を把握す

る上で粘り強く対応することが肝要となる。また、友人間のトラブルの原因の中にも、コミ

ュニケーションをうまく取れないことによるものが多く見受けられる。 

現在推し進めている、生徒の「自立」を目指した指導の中で精神的な面での成長を促して

いくために、養護教諭が来室者の話に耳を傾け、励まし、助言し、担任団と連携しながら、

対応している。 

健康調査を実施し、日常生活、体育の授業およびクラブ活動に支障のある病気やアレルギ

ーを把握することにより、校内のみならず、クラブ活動での合宿や遠征時においても教育的

な配慮ができるよう心がけている。また在校時に怪我や病気が発生した際には、保護者との

連絡を速やかにとり、早退や通院等の対応をとっているが、最近は保護者と連絡が取れず、

自宅に家族が不在等で対応に苦慮することが多くなっていることが問題である。その一方

で、病気や怪我の相談だけではなく、学校生活全般にわたる様々な問題の相談のために養護

教諭との面談を希望する保護者も増えてきている。 

＜スクールカウンセラーとの連携強化＞ 

平成 24 年度より週 1日配置されているスクールカウンセラーとの連携を強化している。

特別な配慮を必要とする生徒や保護者への対応は、担当教諭・学年主任・クラブ顧問・養護

教諭・スクールカウンセラーでチームを組んで行っている。直接カウンセリングを受けたく

ないといった生徒の問題も、養護教諭や担任がスクールカウンセラーと情報を共有し、対応

や支援の方法を相談している。 

＜教職員の健康診断について＞ 

教職員の健康診断は毎年 4 月に実施しているが、再検査となった教員は必ず受診して受

診報告を全員がしている。 

(3) 施設・設備 

① 安全面からの対策 

日頃から校舎内外の施設・設備に目を配り、生徒が安心して学校生活を送れるよう心掛

けている。新型コロナウイルス感染症は 5類に移行したが、熱中症に関しては年々危険性

が高まっており、対処に必要な物品について準備するようにしている。 

エアコン設置は完了しており、教室においては安心して学習に臨むことができている。
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それ以外の場所で体調不良を訴える者もいるが、事情を確認すると睡眠や食事のとり方等、

生活の在り方に問題がある場合が多い。保健室からの情報発信を通じて、生活面全般につ

いて指導を行った。 

② 校舎の設備関係 

 日頃から校舎内外の安全に留意し、学校安全計画に則って安全管理を行っている。日常

の点検の他、大きな学校事故が起こった際には北海道教育委員会や学事課等から発出され

る通達に則って臨時の点検を行っている。 

【現状と課題】 

   教育活動を安心・安全に行うため、日常的に施設・設備に注意を払い、事故の未然防止に

努めている。より安全な環境を整備すべく努めているが、施設・設備の老朽化が進んでおり、

手を入れる箇所が毎年出てきている。また、スペース的にも余裕が全くないため、少しでも

効率の良い教育環境を整えること、また環境維持を心掛けて、令和 8年度以降も随時見直し

を図っていく。 

 

６．管理・運営 

(1) 安全教育・安全対策 

① 生活・交通の安全教育・安全対策 

＜ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の設置＞ 

平成 18 年より、2 か所（正面玄関ならびに石川グラウンド）にＡＥＤを設置し、万が一

の事態に備えている。現在設置している機器は令和 6年度に交換したものであり、適切に管

理を行っている。 

＜薬物・性教育等の講演会＞ 

例年、性について、薬物について、煙草と健康について講話を行っている。性については

1 年生を対象に、「函館 性と薬物を考える会」のメンバーで函館在住の産婦人科医の方に

講話をお願いした。講師との相談により、男子・女子を分けて実施することで、より深いと

ころまで掘り下げた講話を行っていただいている。煙草と健康については 1 年生を対象に

協会病院の方に講演をお願いした。 

薬物に関しては、全校生徒を対象に函館中央警察署から講師を招き、講話をお願いした。

特に、薬物に関してはここ数年函館市内でも薬物汚染の拡大が懸念されており、教護連盟そ

の他の機会によく話題になっている。現在のところ、本校生徒に事例はないが、中学校では

報告事例もあり、今後一層の注意が必要である。 

＜交通安全講習会＞ 

毎年、年度初めに函館自動車学校の協力を得て、校内で自転車運転安全講習会を実施して

いる。令和 7年度は函館自動車学校から講師をお招きし、講習会を実施した。自転車同士、

または自転車対自動車あるいは歩行者も絡んだ事故が増加しており、今後も指導を継続す

る。また、以前よりは減少しているものの、自転車の通行、駐輪等のマナーにも問題があり、

苦情の電話が入ることがある。電話等により危険な状況を把握した際には、全校生徒に注意

を呼び掛けるとともに、生徒指導部や副担任を中心に当該箇所へ指導に出るようにしてい

る。 

また、令和 8 年 4 月から自転車の交通ルール違反についても青切符制度が導入されるこ

ともあり、年度末には新ルールの説明と注意喚起を行った。 
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＜ケータイ・スマホ安全教室＞ 

 これからの社会を生きていく上で、ＩＣＴスキルは必須であり、本校でも積極的に活用を

進めているが、その一方で、スマートフォン・ＳＮＳが関係したトラブルが全国的に問題と

なっている。ＨＲや情報の授業等でも「安全な使用」について指導しているが、令和 7年度

はＫＤＤＩから講師を招いて、安全教室を実施した。従来の講話では、詐欺や個人情報流出

等の内容が中心だったが、近年の傾向を受けて、闇バイトや薬物、ＳＮＳ等によるコミュニ

ケーション障害、社会との断絶といった、より広い範囲の問題についても触れていただける

ようになっている。 

(2) 財務関係 

① 納付金 

高等学校等就学支援金等で複雑化する学費引き落としパターンに対応するために平成 26

年度に学納金引き落とし管理システムの更新を行うと共に引き落としができなかった場合

に、ゆうちょ銀行振込票での入金をできるようにし徴収の効率化を図った。また、学納金引

き落とし管理システムについて更新サポートが終了したため、令和 5 年度から新たなシス

テムを導入したが、令和 7年度においてもスムーズかつ正確に運用できた。 

またＩＣＴ環境の充実をはじめ、より一層の教育充実をはかるために令和 5 年度から新

たに教育充実費を徴収したが、令和 7年度も環境整備について、常に新たな情報を収集すべ

くアンテナを張り巡らせている。 

② 教育費の負担軽減 

教育費の負担軽減として国から「高等学校等就学支援金」、北海道から「私立高等学校等

授業料軽減制度」、「奨学のための給付金」を活用できるようになり、経済的に厳しい家庭の

学費負担が軽減され、私立高等学校への就学がさらに容易となった。 

これらの制度を中学生ならびに保護者に周知していくことも、入学者を増やす大切な方

策である。中学校での進路講話、中学校教諭を対象とした私立合同進学説明会、中学生や保

護者を対象とした私立高校進学フェアなどの機会に、本校ばかりでなく、函館に所在する私

立高校 8校が連携し、制度の周知に努めている。 

③ 補助金 

「私立学校管理運営費補助金」の「特色教育加算」に関する取り組みも認められ補助金が

交付された。本校では実施できなかった項目もあるが、今どのようなことが学校に求められ

ているのか、時代や社会のニーズを把握するようにアンテナを張って教育内容の充実に努

め、教職員の補助金に関する意識を高めていく。 

補助金を得るために教育活動を行うことはしないが、項目によっては実施対象の変更や

若干の内容追加によって交付されるものもあるため、少しずつ改善し、より一層の教育充実

を心掛けたい。 

④ 予算・決算 

＜編成方針と執行＞ 

厳しい財政状況の中、各支出科目の内容を吟味し、教育効果が上がるよう効率的な予算編 

成を目指していく。 

期中においては、日常業務にも追われ、執行時期が遅れる事があり、反省すべき点である。 

この反省点から、常に執行状況に注意を払い、的確な予算運用に努めていくが、予算未計

上の突発的事案については、学園本部に稟議をあげ、対応していくこととなる。 
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また、修繕作業等の予定が入った場合には、授業・補習・検定等に支障が出ないように、

スケジュールの管理を怠らないように注意していく。 

【現状と課題】 

国の就学支援金、道の授業料軽減補助、奨学のための給付金制度など、経済的支援は充実

してきたが、その分、事務作業は年々増加している現状である。また、制度変更・システム

変更も実施されており、今後も細心の注意を払っての対応が必要である。ただし、マイナン

バーの活用なども始まり、事務負担が軽減されてきてはいるが、まだまだ注意深く事務処理

を行う必要がある。 

「管理運営補助金」の「特色教育加算」の獲得では、教員との連携を密にして取りこぼし

の無いよう心掛けている。 
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函館大学付属柏稜高等学校

　評　価　　5、そう思う　　4、どちらかと言えばそう思う

　　　　　　3、どちらとも言えない　　2、どちらかと言えばそう思わない

　　　　　　1、そう思わない

n=26

Ⅰ　学校運営の状況 平均

　1、学校の教育目標や重点目標は、生徒や保護者の要望にそったものである。 4.5

　2、学校は、教育目標・重点目標達成のため努力している。 4.7

　3、学校は、生徒・保護者・地域の期待に応えている。 4.5

Ⅱ　授業等の状況

　4、学校の教育目標を踏まえて教育課程が編成・実施されている。 4.3

5、学校は、授業を大切にし、生徒の興味・関心を惹く分かりやすい授業を展開

している。
4.4

　6、学校は、授業・行事等の教育活動において、IＣＴを積極的に活用し、スキル

の伸長に努めている。
4.6

7、学校は、校内研修・科会を通じて、教職員の資質向上・授業改善に取り組ん

でいる。
4.3

Ⅲ　生徒指導・管理の状況

8、学校は、生徒の服装・頭髪・身だしなみ等の基本的生活習慣の指導を充分

行っている。
4.4

9、学校は、交通安全・薬物乱用防止・性教育等生徒の安全・保健指導を充分

行っている。
4.5

10、学校は、キャリア教育に力を入れ、生徒の進路希望を叶える適切な指導を

行っている。
4.7

 11、部活動は、適切な管理体制の下、活発に行われている。 4.5

Ⅳ　家庭・地域との連携協力の状況

 12、学校に関する情報が、分かりやすく適切に提供されている。 4.4

 13、学校は、保護者や地域住民の意見を取り入れる機会を積極的に設けている。 4.3

令和7年度学校運営に関する学校関係者評価




